
2023年度　和歌山県立医科大学　前期理系　第３問

問題 関数 f(x)を

f(x) = ¡1 + x¡ x + x¡ 2

とし，y = f(x)のグラフを Cとする。

(1) Cの概形をかけ。

(2) aを実数とするとき，Cと直線 y = axとの共有点の個数を求めよ。

(3) (2)の共有点の個数が 2個以上であるような aに対し，Cと直線 y = axで囲まれた部分の面積を S(a)とす

る。S(a)の最小値とそれをとる aを求めよ。
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